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次のコーナーはホームページに掲載しています。ぜひご覧ください。

■同窓生今日この頃
■投稿

■支部だより・クラブだより■情報発信コーナー
　法学部発
■研究室訪問
■ゼミナール紹介



お問合せ 電  話 ： 075-251-3525
E-mai ： staff@doshisha-seihokai.gr.jp

WEBでのお申込み・お振込はこちらから

定時総会

日時  2026年11月7日㈯ 14：15
受付  13：45
会場 同志社礼拝堂（チャペル）〈重要文化財〉
 同志社大学 今出川キャンパス

懇親会
会場  京都ブライトンホテル
 〒602-8071 京都市上京区新町通中立売（御所西）
 TEL: 075-441-4411

時間  17：30～20：00  受付  17：00

卒業年別記念同窓会

日時 2026年11月7日㈯
 11：00～13:00
受付 10：30
会費 1,000円　同窓会運営費用に充てております。 
会場 同志社大学 今出川キャンパス
 総合受付：寧静館 4階 会議室（N会議室）
※会費は当日会場にてお支払いください。
　その後、各学年の教室へ移動いただきます。

開催卒業年
　《50周年》 1976 （昭和51）年卒業
　《45周年》 1981 （昭和56）年卒業
　《40周年》 1986 （昭和61）年卒業
　《30周年》 1996 （平成8）年卒業
　《20周年》 2006 （平成18）年卒業

第33回定時総会
2026年度

■島根県民謡「安来節（やすぎぶし）」
　田仲 みなみ 師範　2020年 政治学科 卒・飯田健ゼミ

※スケジュールの詳細は当日ご案内いたします。

お申し込み方法

準備の都合上、10月20日（火）までに
左記の専用はがき、又はウェブサイトにて
お申し込みください。

■講演会　時間 15:45～16:45　受付 15:15
　講師： 倉崎 憲 氏（NHK チーフ・プロデューサー）
  2011年 法律学科 卒・村田晃嗣ゼミ

　 演題： 『物語が持つ力』
【プロフィール】
NHK チーフ・プロデューサー
2011年にNHK入局。連続テレビ小説「あんぱん」
「おかえりモネ」「エール」、大河ドラマ「いだてん」
など数々の話題作を手掛けるほか、「ドキュメント
72時間」「あさイチ」なども制作する。
夜ドラ編集長。高知県観光特使。
旅を愛し世界一周含む51ヵ国を訪れる。

【プロフィール】
8歳から島根県民謡「安来節」を始める。
史上最年少17歳で、安来節全5種目(唄、三味線、鼓、
どじょうすくい踊り、銭太鼓)の師範を取得。令和7年度
安来節全国優勝大会では、銭太鼓個人の部優勝、唄の
部3位、三味線の部4位。
メディアにも多数出演。
現在は京都市役所勤務。

■懇親会参加費のご案内
・事前申込・事前振込： 10,400円　2026年の卒業生は5,000円
 （WEB決済手数料含む）
 10月20日（火）までにお振込みください。
・当日申込：12,000円（当日受付にて承ります）

お申込み・お振込みは、下記URLよりお手続きお願いいたします。
紙面右下のQRコードからもアクセスいただけます。
https://forms.cloud.microsoft/r/dPALRBe8gq

当日のお申し込みは受付可能人数に限りがございます。確実にご参加いただく
ためにも、期日までのお申し込み・お振り込みをお願いいたします。

〈キャンセルポリシー〉
・2026年11月2日以降のキャンセルにつきましては、参加費の返金はいたしかねます。
・2026年11月1日までのキャンセルは、事務局へご連絡いただいた場合に限り、参加費か
ら以下の費用を差し引いた金額を返金いたします。
＊WEB決済手数料：400円　＊振込手数料
・返金手続きには、事務処理の都合上、お時間をいただく場合がございます。あらかじめご了承
ください。

第３３回定時総会議事

課外活動成績優秀者表彰式

第1号議案 ２０２５年度 事業報告の件
第2号議案 ２０２５年度 収支決算報告及び監査報告の件
第3号議案 ２０２６年度 事業計画の件
第4号議案 ２０２６年度 収支予算の件
第5号議案 役員改選の件

⑴ 設立30周年記念事業中間報告
⑵ 設立30周年記念募金最終報告
⑶ 主要国家試験等大学別ランキング

報告事項
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早
い
も
の
で
一
昨
年
の
10
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
設
立
30
周
年
記
念
行
事
・
事
業
及
び
募

金
事
業
も
、
こ
の
９
月
末
で
締
め
を
迎
え
ま
す
。
記

念
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
役
員
の
皆
さ
ま
と

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
多
岐
に
わ
た
る

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

多
数
の
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
励
ま
し
の
お
言
葉
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
以
下
に
記
念
事
業
の
中
で
特
に
皆
さ
ま
に

お
伝
え
し
た
い
こ
と
と
、
募
金
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
事
業
の
詳
細
な
進
捗
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
、
行
事
・
事
業
の
責
任

者
よ
り
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、『
地
域
支
部
活
性
化
積
立
金
事
業
』
に
つ
き

ま
し
て
は
、
第
１
回
全
国
地
域
支
部
交
流
会
を
福
井

県
支
部
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
本
年
10
月
17
日
に
敦
賀

市
で
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ラ
ン
チ

交
流
会
か
ら
始
ま
り
、
気
比
神
宮
参
拝
、
敦
賀
鉄
道

資
料
館
の
見
学
、
敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
見
学
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
孤
児
や
杉
原
千
畝
氏
の
発
給
し
た
「
命
の
ビ

ザ
」
を
携
え
た
ユ
ダ
ヤ
難
民
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を

後
世
に
伝
え
る
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
（
資
料
館
）
の
見
学
、

そ
し
て
「
蓬
莱
客
館
あ
み
や
」
で
の
懇
親
会
等
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参
加
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、『
校
祖
を
偲
ぶ
ツ
ア
ー
』に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
５
月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
群
馬
県
安
中
市

を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢
21
名
で
、

大
変
活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
安
中

市
で
は
、
同
志
社
大
学
と
同
様
、
新
島
先
生
の
教
え

を
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
新
島
学
園
お
よ

び
安
中
教
会
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新

島
先
生
の
在
世
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
逝
去
後

も
物
心
と
も
に
同
志
社
を
支
援
さ
れ
ま
し
た
湯
浅
治

郎
氏
一
族
の
経
営
に
な
る
有
田
屋
様
（
天
然
醤
油
の

蔵
元
）
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
新
島
学
園
と
有
田

屋
の
見
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
湯
浅
治
郎
氏
の
末
裔

で
あ
る
新
島
学
園
理
事
長
兼
有
田
屋
社
長
の
湯
浅
康

毅
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
校
友

会
群
馬
県
支
部
の
役
員
の
皆
さ
ま
お
よ
び
群
馬
新
島

研
究
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
私
ど
も
の
企
画
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
す
る
よ
う
、
種
々
の
ご
助
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
記
念
事
業

の
う
ち
『
京
都
支
部
設
置
事
業
』
は
、
設
置
に
向
け
て

鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
結
実
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
対
策
と
し
て
、
事
業
期
間
を

若
干
延
長
し
、
ぜ
ひ
京
都
支
部
を
設
置
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
温
か
い
目
で
し
ば
ら
く
の
間

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

『
募
金
事
業
』に
つ
き
ま
し
て
は
、
目
標
額
８
０
０
万

円
に
は
な
お
隔
た
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
募
金
期
間
終

了
ま
で
あ
と
１
か
月
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
部
と
い

た
し
ま
し
て
も
目
標
達
成
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私

ど
も
の
取
り
組
み
に
ご
理
解
を
賜
り
、
記
念
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

政法会会長

大槻 哲彦
（昭和45年卒）

ご

あ

い

さ

つ

会
員
の
皆
さ
ま
へ
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同
志
社
大
学
政
法
会
が
１
９
９
４
年
に
設
立
さ
れ

て
以
来
、
政
法
会
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
多
大
な
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
こ
数
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
政
法
会
の
皆
さ

ま
と
、
法
学
部
お
よ
び
大
学
院
法
学
研
究
科
の
教
職
員

お
よ
び
学
生
と
で
、
２
０
２
４
年
に
は
政
法
会
設
立
30

周
年
を
、
２
０
２
５
年
に
は
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年

を
、
共
に
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
政
法
会
」

の
名
称
は
、
１
８
９
１
年
に
設
立
さ
れ
た
同
志
社
大
学

法
学
部
の
前
身
で
あ
る
「
同
志
社
政
法
学
校
」
に
因
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
、
本
年
（
２
０
２
６
年
）は
、
政
法
学

校
の
設
立
１
３
５
周
年
を
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。〈
政
法
会
と
共
に
法
学
部
が
あ
る
〉と
い
う
こ
と
を
、

２
０
２
４
年
か
ら
２
０
２
６
年
に
か
け
て
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
法
学
部
お
よ
び

大
学
院
法
学
研
究
科
の
教
育
は
、
政
法
会
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
支
援
金
の
寄
付

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
学
生
た
ち
に
直
接
の
ご
支
援
も

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
学
部
生
は
２
年
次

秋
学
期
か
ら
演
習
（
ゼ
ミ
）に
登
録
し
ま
す
が
、
11
月
に

開
催
さ
れ
る
政
法
会
後
援
の
２
年
次
演
習
対
抗
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
は
、
ゼ
ミ
生
た
ち
の
親
睦
を
深
め
る
絶
好
の

機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

３
月
に
は
、
法
学
部
・
法
学
研
究
科
の
卒
業
式
・
学

位
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
る
際
に
、
政
法
会
学
業
成
績

優
秀
者
表
彰
式
も
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
記
念
写
真
を

見
ま
す
と
、
成
績
優
秀
者
た
ち
の
喜
ぶ
顔
と
、
指
導
さ

れ
た
先
生
方
の
誇
ら
し
げ
な
表
情
が
、
と
て
も
印
象
的

で
す
。
政
法
会
の
温
か
さ
は
、
成
績
優
秀
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
す
べ
て
の
卒
業
生
・
修
了
生
に
記
念
品
を

贈
呈
し
て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。（
他
に
も
、
国
際
留
学
奨
励
金
の
支
給
、
移

動
法
律
相
談
へ
の
支
援
な
ど
、
多
様
な
事
業
を
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。）

さ
て
、
今
出
川
校
地
の
図
書
館
は
１
９
７
３
年
12
月

に
竣
工
し
、
当
時
は
日
本
で
最
先
端
の
設
備
を
誇
っ
て
い

ま
し
た
が
、
50
年
を
経
て
様
々
な
課
題
を
有
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
学
習
・
研
究
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、
２
０
２
３
年
８
月
上
旬
か
ら
図
書

館
を
閉
館
し
、
建
替
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

出
川
校
地
の
新
図
書
館
は
、
２
０
２
６
年
11
月
４
日
㈬

に
開
館
の
予
定
で
す
。
建
替
の
期
間
中
は
、
図
書
館
は
、

寧
静
館
に
機
能
を
移
転
し
て
運
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、

敷
地
面
積
と
の
関
係
で
、
せ
っ
か
く
の
政
法
会
文
庫
の
図

書
が
、
博
遠
館
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
「
予
約
・

取
寄
せ
」
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
11
月
か
ら

は
、
学
生
た
ち
が
よ
う
や
く
政
法
会
文
庫
の
図
書
を
、

新
図
書
館
で
直
接
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
学
生
た
ち
が
新
図
書
館
で
「
政
法
会
」
と

出
会
う
場
面
が
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

政
法
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
引

き
続
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法学部長・
大学院法学研究科長

濱 真一郎

ご

あ

い

さ

つ
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同
志
社
大
学
政
法
会
は
２
０
２
４
年
11
月
の
定
時

総
会
を
も
っ
て
設
立
30
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
30
周
年
を
機
に
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回

復
を
企
図
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
・
卒
業
生
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
に
「
学
生
・
卒
業
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
に
向
け
てN

ext S
tage

へ
」
と
の
思
い
の
も

と
、「
絆
―
き
ず
な
―
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名

付
け
た
行
事
・
事
業
・
募
金
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
前
号
（
57
号
）
に
引
き
続
き
、
２
０
２
６
年

７
月
31
日
時
点
で
の
「
行
事
・
事
業
の
取
り
組
み
」
及

び「
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

◆ 

行
事
・
事
業
の
取
り
組
み 

◆ 

◆

■
第
32
回
定
時
総
会
・
懇
親
会

　
　

           

 

温

故

知

新

日
時
：
２
０
２
５
年
11
月
８
日（
土
）

場
所
：�
都
ホ
テ
ル
京
都
八
条

定
時
総
会
の
あ
と
同
会
場
に
て
引
き
続
き
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
記
念
し

て
今
枝
社
中
の「
尾
張
萬
歳
」
に
よ
る
祝
福
芸
か
ら
始

ま
り
、
小
原
克
博
学
長
の
ミ
ニ
講
演
「
同
志
社
大
学
の

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
ー
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え

て
―
」
を
聴
講
し
、
乾
杯
の
の
ち
皆
さ
ま
で
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。
あ
い
だ
に
は
日
本
舞
踊
の
披
露
や
豪
華
景

品
の
あ
る
ク
イ
ズ
大
会
の
時
間
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
続
き
、
最
後
は
有
志
音
楽
団
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ

ン
グ
生
演
奏
と
参
加
者
が
一
体
と
な
っ
た
合
唱
で
和
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。
法
学
部
学
生

と
の
交
流
促
進
と
し
て
、
ゼ
ミ
学
生
16
名
を
招
待
し
ま

し
た
。

■
第
３
回
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク

　
「
や
さ
し
い
お
金
の
増
や
し
方
」

　
　

           

 

温

故

知

新

日
時
：
２
０
２
５
年
11
月
22
日（
土
）

場
所
：
良
心
館
１
０
５
番
教
室

西
村
歌
純
氏
（
法
律
学
科
１
９
９
１
年
卒
）に
よ
る

講
演
（
対
面
開
催
）を
行
い
ま
し
た
。

■�

お
と
な
の
遠
足　
第
１
回「
西
陣
そ
ぞ
ろ
歩
き
」　

　

           

 

温

故

知

新

日
時
：
２
０
２
５
年
11
月
24
日（
月
・
祝
）

場
所
：
京
都
市
西
陣
エ
リ
ア

京
都
検
定
一
級
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
解
説
を
聞
き
な
が

ら
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
及
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

■�

お
と
な
の
遠
足　
第
２
回「
山
科
寺
院
め
ぐ
り
」　

　

           

 

温

故

知

新

日
時
：
２
０
２
６
年
３
月
21
日（
土
）

場
所
：
山
科
、
小
野
、
醍
醐
エ
リ
ア

京
都
検
定
一
級
の
ガ
イ
ド
さ
ん（
同
じ
方
）の
解
説

を
聞
き
な
が
ら
、
勧
修
寺
、
随
心
院
（
小
野
梅
園
）、
醍

醐
寺
を
見
学
し
ま
し
た
。

政法会設立30周年記念行事・事業について
～同窓の皆さまと歩んできた30年。これからも学生・卒業生を支えられるように～

学生・卒業生ネットワークの強化に向けてNext Stageへ

絆－きずな－再生プロジェクト
式典・懇親会・特別講演関係

広報・記念誌関係

短期的行事（周年行事）関係

中長期的活動（活性化事業）関係
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■
第
４
回
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク

　
「
同
志
社
と
は『
志
』を
思
い
出
す
場
所
」

　
　

           

 

温

故

知

新

日
時
：
２
０
２
６
年
５
月
９
日（
土
）

場
所
：
オ
ン
ラ
イ
ン（M

icrosoft T
eam

s

）

吉
川
哲
史
氏
（
経
済
学
部
１
９
９
６
年
卒
）に
よ
る

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

■
新
島
襄
の
足
跡
を
辿
る
旅　

　
第
２
弾「
群
馬
県
安
中
市
」

　
　

           

 

温

故

知

新

日
時
：
２
０
２
６
年
５
月
25
日（
月
）
～
26
日（
火
）

訪
問
先
：�

群
馬
県
安
中
市
一
帯　

新
島
学
園
、
安
中

教
会
、
新
島
襄
旧
宅
他

校
祖
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
安
中
市
へ
21
名
で
訪

問
。
参
加
者
同
士
だ
け
で
な
く
、校
友
会
群
馬
県
支
部

の
方
々
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
有

意
義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

校
祖
の
バッ
ク
ボ
ー
ン
と
現
代
に
至
る
偉
大
な
影
響

力
を
痛
感
し
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

■
第
５
回
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク

　
「
い
ざ
と
い
う
時
に
困
ら
な
い
相
続
の
基
礎
知
識
」

　
　

           

 

温

故

知

新

日
時
：
２
０
２
６
年
６
月
20
日（
土
）

場
所
：
良
心
館
１
０
３ 

番
教
室

西
村
歌
純
氏
（
第
３
回
講
師
）に
よ
る
講
演
（
対
面

開
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

■�

２
０
２
６
年
度
４
学
部
同
窓
会
合
同
開
催 

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時
：
２
０
２
６
年
７
月
３
日（
金
）

場
所
：
寒
梅
館
地
下
１
階
Ａ
会
議
室

３
年
次
生
を
対
象
に
、長
島
明
子
氏

（
一
般
社
団
法
人
コ
ー
チ
ン
グ
ス
カ
イ

代
表
理
事
・
政
法
会
副
会
長
）に
よ
る

基
調
講
演
「
自
分
の
可
能
性
を
最
大
化
す
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
す
す
め
！
」の
あ
と
、
若
手
社
員
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
内
定
を
取
得
し
て
い
る
４
年
次
生

と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
経
会
（
経
済
学
部
同
窓
会
）、
樹
徳
会
（
商
学
部

同
窓
会
）、
理
工
会
（
理
工
学
部
同
窓
会
）
と
合
同
で

開
催
し
ま
し
た
。

■
お
と
な
の
遠
足

　
第
３
回「
初
夏
の
天
橋
立
・
宮
津
を
楽
し
む
」

　

 　

           
 

温

故

知

新

日
時
：
２
０
２
６
年
７
月
４
日（
土
）

訪
問
先
：�

天
橋
立
、
宮
津
エ
リ
ア

日
本
三
景
の
天
橋
立
を
訪
問
し
、
宮
津
市
の
岩
ガ
キ

と
海
鮮
で
昼
食
を
と
り
、
観
光
列
車
丹
後
あ
か
ま
つ
号

で
車
窓
を
楽
し
み
ま
し
た
。
家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
の

参
加
が
多
く
、
初
参
加
の
方
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

各行事の詳細が決定次第、政法会ホームページにてお知らせします

◆ 

◆ 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み 

◆ 

◆

記
念
行
事
及
び
事
業
の
実
施
期
間
は
、
２
０
２
４
年

11
月
か
ら
２
年
間
（
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
10
年
間
を

予
定
）と
し
て
い
ま
す
。

⑴ 

お
と
な
の
部
活
推
進            

 

温

故

知

新

○
２
０
２
６
年
９
月
12
日（
土
）

　

第
６
回
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク（
対
面
）

　
「『
健
康
』
っ
て
な
ん
で
大
切
？
」

　

講
師
：�

平
林
圭
子
氏
（
法
律
学
科
１
９
９
０
年
卒
）

　

場
所
：
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
内

○
２
０
２
６
年
10
月
31
日（
土
）
予
定

　

お
と
な
の
遠
足 

第
４
回

　
「
京
・
三
条
通
を
歩
く
」

⑵ 

若
年
世
代
卒
業
生
交
流
推
進            

 

温

故

知

新

○
２
０
２
７
年
２
月
予
定　

４
学
部
同
窓
会
合
同
開
催

　

若
手
に
よ
る
異
業
種
交
流
会
（
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
含
む
）

⑶ 

地
域
支
部
活
性
化
積
立
金
事
業

○
２
０
２
６
年
10
月
17
日（
土
）　

福
井
県
支
部
主
催

　

第
１
回
全
国
地
域
支
部
交
流
事
業 

福
井
県
敦
賀
市

　
「
悠
久
の
歴
史
、
近
代
の
鉄
道
、
そ
し
て
人
道
の
港
」

⑷ 

京
都
支
部
設
置
事
業

⑸ 

会
報
デ
ジ
タ
ル
化            

 

温

故

知

新

⑹ 

設
立

 30
周
年
記
念
誌
発
刊            

 

温

故

知

新

設
立
30
周
年
記
念
誌
は
、事
業
実
施
期
間
の
各
種
事
業

の
記
録
を
ま
と
め
、
募
金
芳
名
録
を
掲
載
し
て
発
行
す

る
予
定
で
す
。

  　

           

 

温

故

知

新



5

設
立
三
十
周
年
記
念
行
事
・
事
業

●名 称：同志社大学政法会設立 30 周年記念募金
●目 的：設立 30 周年記念行事・事業実施のため
●目標金額：800 万円
●募金期間：2024 年 10 月 1 日～ 2026 年 9 月 30 日
●募金単位：個人 1 口 5,000 円　法人・団体 10,000 円
※できれば複数口をお願いします。なお、1口未満もありがたくお受けします。

●募金方法： 
　1.	WEB 決済（カード決済）・銀行振込 ➡ 政法会募金サイトから送金できます。 
	 https://congrant.com/project/d-seihokai-gr/11786

　2.	郵便局の払込取扱票による振込 ➡ 最寄りの郵便局でお振込みください。
	※振込人名には本人氏名と卒業年を必ずご記入ください。
	※振込手数料はご負担ください。

　3.	現　金 ➡ 総会などの各種行事の際に受付いたします。
�	 ※WEB決済以外の銀行振込について、または払込取扱票の追加を希望される場合は、事務局にお問い合わせください。

●返礼品等　　3 万円以上の寄付者には返礼品をお送りします。
※募金期間内にて2 回以上寄付いただいた場合は全て合算し、合算額が 3 万円以上で返礼品の対象となります。
※返礼品の送付は募金期間終了後になります。
※返礼品が不要の方は、事務局へお申し出ください。

●ご芳名の公表
会報又は記念誌並びにホ－ムページに全寄付者の氏名を掲載します。
匿名を希望される方は、その旨記載をお願いします。

●個人情報
寄付者の個人情報は、寄付にかかる管理・業務のためにのみ利用いたします。

●税制上の優遇措置
寄付金に対する税法上の優遇措置はございません。

募 金 要 項

政法会募金サイト

印傳屋上原勇七製小銭入れ
（サイズ：6.5×11×1.3cm、
ファスナータイプ、外ポケット×1）

設立30周年記念募金発起人（卒業年順･敬称略）

大島　寅夫（1960）
笠井　　翠（1964）
豊原　洋治（1964）
杉本　勝徳（1965）
長手　　淳（1967）
守田　一夫（1968）
大槻　哲彦（1970）
川端　伸也（1970）
髙橋　　滋（1970）
宮本　利亮（1970）
小津　　勝（1971）
野村　雅男（1972）
支倉　　清（1973）

堀口　文昭（1974）
角濱　純二（1975）
能川　弘文（1975）
大橋　健司（1979）
沢村　　功（1979）
平川　　功（1980）
軽部　利宣（1981）
杉﨑　正美（1982）
鈴木　　誠（1982）
原田　典佳（1983）
三輪　秀行（1983）
川山　理恵（1985）
小山　隆子（1985）

谷口　靖子（1985）
渡邉　正弘（1985）
大西　　誠（1986）
山口　知子（1986）
松本　圭司（1987）
岸野　岳志（1989）
久保田　健（1989）
貴船　秀記（1990）
平林　圭子（1990）
星野　弘喜（1991）
山崎　彰彦（1991）
北村　哲也（1992）
長島　明子（1992）

和田　金也（1992）
正木　　桂（1995）
榎本　幸子（1998）
馬場　智巌（1999）
寺岡　吉徳（2004）
秋田　一樹（2012）

同志社大学法学部
梶山　玉香
川崎　友巳
力久　昌幸
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平成１8年（2006年）卒業の皆様へ
卒業から20年。それぞれが仕事や家庭など、さまざまな

人生を歩み、この20年間で環境も大きく変わったことと思い
ます。忙しい毎日の中で、大学時代の仲間とゆっくり語り合う
機会は、意外と少ないのではないでしょうか。
今回、卒業20周年という節目を迎え、同窓会を開催する

ことになりました。学生時代によく顔を合わせていた友人は
もちろん、「卒業以来、一度も会っていない」という方、さらに
学生時代は話したことがなかった同窓の仲間とも、この機会
にぜひお会いできればと思っています。
20年という時間は長いようで、仲間と会えばきっとあっと

いう間に学生時代へ戻れるはずです。当時の思い出話に花を
咲かせたり、お互いの近況を語り合ったり、新たなご縁が生
まれたり――そんな温かい時間を皆さんと共有できることを
楽しみにしています。
お一人での参加も大歓迎です。ぜひ懐かしい顔に会いに、

そして新しい思い出をつくりにお越しください。多くの皆さまと
お会いできることを、世話役一同、心より楽しみにしております。

【平成１8年卒世話役（順不同）】
松浦 由佳、大塚 正太郎、岡田 拓也

昭和61年（1986年）卒業の皆さま
記念同窓会のお誘い
私たちが同志社を卒業してから早いもので40年、この
節目の年に記念同窓会を開催します。
昨年は同志社創立150周年で、本年秋リニューアルオー

プンを目指し図書館の建て替えも進んでいます。還暦も過
ぎたいま、ぜひ今出川キャンパスに集まり、旧交を温めつつ、
時の流れを感じてみましょう。
今回は、皆さまに気軽にお楽しみいただけるよう、いくつ

かのイベントを企画します。（イベント用のプレゼント準備の
ため、通常会費プラス1,000円を当日集めさせていただき
ます。なお、詳細は9月以降、政法会HPを
ご確認ください。）
懐かしい仲間と語り合い、笑顔あふれる

ひとときをご一緒できれば幸いです。
皆さまのご参加を心よりお待ちしています。

【昭和61年(1986年)卒 世話役（順不同）】
生田 結花、石田 成恵、土井 郁子、西川 有子、西澤 史敏、
久本 由美、福山 哲郎、堀江 和弘、山口 知子、山崎 理

平成8年（1996年）卒業の皆様へ
早いもので卒業から30年、いよいよ令和 8年の節目を
迎えました。
この記念すべき本年11月7日（土）、懐かしの今出川キャ
ンパスにて同窓会を開催いたします。
日々お忙しい中とは存じますが、次は10年後の開催とな

ります。気力・体力ともに充実している今こそ、母校の空気
の中でふと足を止め、心ほどけるひとときを一緒に過ごしま
せんか。
30年ぶりの再会は、きっと新しい刺激や元気をくれるはず

です。前回（20周年）欠席された方も大歓迎です。当日は
11時開場。「来て良かった」「また頑張れる」と思える時間を
世話役一同で準備してお待ちしています。
どんな近況の方も、お一人での参加も心配いりません。ど

うぞ気兼ねなくお越しください。

【平成8年卒世話役（順不同）】
有村 潤、澤田 直史、鈴木 利弘、髙岸 直久、近田 伸也、
中尾 貴則、福田 順、加藤 文人、夛田 有里

昭和５１年（1976年）卒業・最後の同窓会
先輩方、お元気でいらっしゃいますか？
大学をご卒業されてから、今年で50年の節目を迎えられ

ます。
政法会主催の同窓会は、今回が最後の開催となります。
今回は昭和51年卒のお世話役がおられませんので、代わ

りに私たち委員が皆様のお世話をさせていただきます。
同期の皆様で一堂に会し、懐かしい学生時代の思い出に
花を咲かせませんか？
元気なお姿を拝見できることは、私たち後輩一同にとって

もたいへん嬉しく存じます。どうぞ気軽にご参加ください。
本年度は11月7日（土）に開催いたします。
秋深まる季節、先輩方にとりまして素晴らしいひとときとな

りますよう、心より願っております。

卒業年別記念同窓会委員一同

昭和56年（1981年）卒業生の皆様へ
卒業 45周年を記念し、同窓会を開催いたします。
当日は同志社チャペルと、竣工した図書館の見学を予定し

ています。
また前回好評だった「同志社クイズ」も、皆さんと楽しみま

しょう。
懐かしい学生時代を振り返りながら、旧交を温め、楽しい

ひとときを過ごしたいと思います。皆様のご参加を心よりお
待ちしております。

【昭和５６年卒世話役】
執筆担当：菊地 雅夫
河合 正三、小嶌 秀享、駒田 岳人、坂本 敦志、鈴木 貴雄

卒業年別
記念同窓会への

お誘い

政法会HP
QRコード
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「
課
外
活
動
関
係
成
績
優
秀
学
生
」

受
彰
者
コ
メ
ン
ト

２
０
２
５
年
11
月
８
日
、
定
時
総
会
終
了
後
に
、
課
外
活

動
成
績
優
秀
者
表
彰
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
学
生
２
名

の
功
績
を
た
た
え
、
大
槻
会
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

稲い
な
 
み見 

晃こ
う
 
い
ち一 

（
法
律
学
科
２
年
次
生
・
語
学
《
ド
イ
ツ
語
》）

こ
の
た
び
は
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

私
は
父
の
仕
事
の
関
係
で
、小
学
三
年
生
の
時
に
ド

イ
ツ
へ
移
り
住
み
、そ
こ
で
二
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。ド
イ

ツ
で
は
現
地
の
公
立
小
学
校
に
通
い
、全
く
言
葉
が
通

じ
な
い
環
境
の
中
で
、授
業
や
遊
び
を
通
じ
て
少
し
ず
つ

ド
イ
ツ
語
を
習
得
し
ま
し
た
。帰
国
後
は
同
志
社
国
際

中
高
に
進
学
し
、ド
イ
ツ
語
力
に
加
え
英
語
力
の
向
上

に
も
力
を
い
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
語
検
定
は
帰
国
し
た
翌
年
に
二
級
か
ら
受
験

を
は
じ
め
、中
学
一
年
生
で
一
級
に
最
年
少
合
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
、一
級
の
最
高
得
点
合
格

（
一
位
）を
大
学
在
学
中
の
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。今

回
、念
願
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、大
き
な
喜
び
と
達
成

感
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

私
は
現
在
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
、テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で

法
律
を
学
ん
で
い
ま
す
。留
学
を
通
じ
て
さ
ら
な
る
語

学
力
の
強
化
と
ド
イ
ツ
法
へ
の
専
門
的
な
知
見
を
深
め
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、日
本
と
ド
イ
ツ
両
国
で
活
躍

で
き
る
資
質
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、政
法
会
の
皆
様
、そ
し
て
私
の

学
び
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
に
、心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

〈
活
動
実
績
〉

２
０
２
４
年
度 

ド
イ
ツ
語
技
能
検
定
試
験（
独
検
）１
級

第
１
位　

成
績
優
秀
者
表
彰

中な
か

谷や 

陸り
く

人と 

（
政
治
学
科
２
年
次
生
・
ラ
グ
ビ
ー
部
）

ま
ず
は
、歴
史
あ
る
素
晴
ら
し
い
賞
に
選
出
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

自
分
は
現
在
、ラ
グ
ビ
ー
と
勉
学
の
文
武
両
道
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
５
月
に
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
に
選
出
さ

れ
て
、２
０
２
７
年
や
２
０
３
１
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
し
、日
本
の
た
め
に
勝
つ
こ
と
を
考
え
な

が
ら
日
々
全
力
で
練
習
に
努
め
て
い
ま
す
。

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
自
分
自
身
の
長

所
な
の
で
、勉
学
の
面
も
一
日
15
分
と
い
う
短
い
時
間
で

す
が
、自
習
を
毎
日
継
続
し
て
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、同
志
社
大
学
と
い
う
歴
史
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ

り
ま
す
。そ
の
結
果
が
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い

た
だ
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
志
社
大
学
の
た
め
に
一
日
一
日
を
妥

協
せ
ず
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
の
受
賞
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
捉

え
て
競
技
者
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
よ
り
大
き
な
成

長
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
精
進
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
活
動
実
績
〉

２
０
２
５
年
５
月	

Ｕ
20
日
本
代
表 

Ｎ
Ｚ
Ｕ
学
生
代
表

	

第
１
戦
・
第
２
戦 

出
場

２
０
２
５
年
５
月	

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｘ
Ｖ 

ホ
ン
コ
ン・チ
ャ
イ
ナ

	

代
表
戦　

出
場
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活動報告

3月	 21日	 設立30周年記念事業 おとなの遠足第2回
	 	 山科寺院めぐり

4月	 18日	 福井県支部総会（於：福井市地域交流プラザ）

5月	 8日	 大阪支部総会（於：ホテルモントレ大阪）

5月	 9日	 設立30周年記念事業 第4回オンライントーク
	 	 演題：同志社とは「志」を思い出す場所
	 	 講師：吉川 哲史氏1996年経済学部卒

5月	 16日	 第255回常務委員会
	 	 ・2025年度中間決算について
	 	 ・2026年度予算編成方針、委員会別事業計画書
	 	 　及び予算要望書の提出について

5月	 25日	 設立30周年記念事業 校祖を偲ぶツアー第2弾
	 〜26日	 群馬県安中市旅行（磯部温泉 雀のお宿磯部館）
5月	 31日	 東海支部総会（於：ガス燈）

6月	 20日	 設立30周年記念事業 第5回オンライントーク（対面）
	 	 演題：いざという時に困らない相続の基礎知識
	 	 講師： 西村 歌純氏1991年法学部卒

6月	 21日	 広島県支部総会（於：広島電鉄株式会社本社内茶室）

6月	 27日	 奈良支部総会（於：百楽奈良店）

7月	 3日	 設立30周年記念事業
	 	 4学部同窓会合同開催就職支援セミナー

7月	 4日	 設立30周年記念事業 おとなの遠足第3回
	 	 初夏の天橋立・宮津を楽しむ

	 	 滋賀支部総会（於：ホテルボストンプラザ草津びわ湖）

7月	 18日	 第256回常務委員会
	 	 ・新窓販国債による資金運用について
	 	 ・政法講座の提供について
	 	 ・移動法律相談の援助金について
	 	 ・過去の会報誌のHP上への掲載について
	 	 ・協力委員の申請について
	 	 ・WEB決済会社について

	 	 支部長懇談会
	 	 ・地域支部近況報告
	 	 ・全国地域支部交流事業について

9月	 12日	 設立30周年記念事業 第6回オンライントーク（対面）
	 	 演題：『健康』ってなんで大切？
	 	 講師：平林 圭子氏1990年法学部卒

9月	 19日	 第257回常務委員会
	 	 ・2026年度予算案について
	 	 ・2026年度事業計画について
	 	 ・支部補助金の交付について
	 	 ・定時総会・懇親会のスケジュール案について

	 	 顧問会議

9月	 26日	 2026年度春学期卒業式・学位授与式
	 	 政法会新入会員記念品贈呈

2025年
10月	25日	 第251回常務委員会
	 	 ・2024年度事業報告
	 	 ・2024年度決算報告
	 	 ・地域支部並びにクラブに関する規程の改正について
	 	 ・課外活動関係成績優秀者表彰について

	 	 支部長懇談会
	 	 ・�地域支部近況報告
	 	 ・地域支部活性化積立金活用の討議
	 	 ・提供講座の有効活用について

11月	 8日	 第32回定時総会（於：都ホテル京都八条）
	 	 ・2024年度事業報告・収支決算報告・監査報告
	 	 ・2025年度事業計画・収支予算・役員選任
	 	 ・設立30周年記念募金中間報告及び
	 	 　主要国家試験大学別ランキング報告

	 	 課外活動成績優秀者表彰式

11月	 9日	 卒業年別記念同窓会（於：同志社大学今出川キャンパス）
	 	 昭和50年･55年･60年･平成7年･平成17年卒業
	 	 （5学年 150名参加）

11月12	日	 2年次ゼミ対抗ボウリング大会（於：MKボウル上賀茂店）
	 	 32チーム126名参加

11月22	日	 設立30周年記念事業 第3回オンライントーク（対面）
	 	 演題：やさしいお金の増やし方
	 	 講師： 西村 歌純氏1991年法学部卒

11月24	日	 設立30周年記念事業 おとなの遠足第1回
	 	 西陣そぞろ歩き

12月	 6日	 第252回常務委員会
	 	 ・2025年度行事日程について
	 	 ・卒業年別記念同窓会の検証
	 	 ・定時総会・懇親会の検証
	 	 ・2025年度定時総会・懇親会の開催について

	 	 第8回政法講座
	 	 演題：企業法務の現場から
	 	 講師：廣田 浩  法学部教授

2026年

1月	 10日	 顧問会議

1月	 17日	 第253回常務委員会（オンライン）
	 	 ・2025年度行事日程について
	 	 ・2025年度新体制について
	 	 ・教育研究支援金について
	 	 ・合同委員会の見直しについて
	 	 ・ゼミ訪問の見直しについて

2月	 21日	 新任委員オリエンテーション（オンライン）

3月	 7日	 第254回常務委員会
	 	 ・�学業成績優秀者表彰者について
	 	 ・�定時総会・懇親会の内容及び会場について
	 	 ・�協力委員の承認について
	 	 ・�移動法律相談援助金について

	 	 合同委員会
	 	 ・卒業記念品封入作業　

3月	 20日	 2025年度秋学期卒業式・学位授与式
	 	 �新卒業生　740名(うち早期卒業生34名)
	 	 修了生　前期課程42名　後期課程5名
	 	 政法会新入会員記念品贈呈
	 	 学業成績優秀者表彰式
	 	 �法律学科3名、政治学科1名、大学院1名

2025年度 選任役員（敬称略）

氏 名 卒 業 年
1 谷口 靖子 昭和６０年

2 貴船 秀記 平成02年

3 世古 裕一 平成03年

4 諸 　美香 平成18年
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項　目 予　算 決　算 差　異

収
入
の
部

前年度繰越金 13,139,745 13,139,745 0
入会金・終身会費収入

前受金振替分
2021年度生分

既卒者分

5,175,000
7,215,000
75,000

5,175,000
7,470,000
225,000

0
　−255,000
−150,000

小計 12,465,000 12,870,000 −405,000

前受金収入
2022年度生 4,200,000 4,995,000 −795,000
30周年プレ募金収入 0 0 0
小計（B） 4,200,000 4,995,000 −795,000

臨時会費
収入

総会懇親会 2,400,000 1,394,000 30,000
卒業年別記念同窓会 180,000 150,000 52,000
小計 2,580,000 1,544,000 1,036,000

政法会賛助金収入 0 66,000 −66,000
リサイクル募金収入 100,000 53,059 46,941
広告収入 0 0 0
預金利息収入 2,000 14,129 −12,129
仮払金回収収入 74,250 179,850 −105,600
雑収入 10,000 175,527 −75,527
収入調整勘定 (▲）  (注1） −5,175,000 −5,175,000 0

収入合計 27,485,995 27,862,310 −376,315

支
出
の
部

事業費支出 4,911,545 3,957,173 954,372
支部活動関連費支出 1,664,630 1,523,760 140,870
ホームページ管理費支出	 139,590 139,590 0
印刷費支出 657,070 652,499 4,571
郵便料支出 674,000 588,644 85,356
通信費支出 169,020 100,035 68,985
旅費・交通費支出 1,461,870 1,040,500 421,370
人件費支出 3,583,000 3,612,957 −29,957
福利厚生費支出 675,000 555,495 119,505
会議費支出 510,550 333,927 176,623
名簿一元化管理費支出 250,000 250,000 0
感染症対策費支出 3,000 2,100 900
雑費支出 290,370 235,357 55,013
振込手数料支出 77,000 20,350 56,650
積立基金への繰入支出	 0 3,212 −3,212
前受金支出 361,063 331,063 30,000
特別会計への繰入支出 622,300 361,680 260,620
予備費 100,000 0 100,000

支出小計 16,150,008 13,708,342 2,441,666
次年度繰越金（A）
（実質繰越金）(注2）

11,335,987
7,135,987

14,153,968
9,128,968

−2,817,981
−1,992,981

支　出　合　計 27,485,995 27,862,310 −376,315
(注1）前年度前受金の正規勘定科目（入会金・終身会費）への振替に伴う繰越金増分を調整
（注2）実質繰越金＝(A)14,153,968円－(B)4,995,000円－30,000円（プレ募金前受金分）＝9,128,968円

2024年度 資金収支決算書
自2024年10月1日　至2025年9月30日 （単位：円）

2024年10月1日から2025年9月30日まで （単位：円）
2024年度 設立30周年記念行事・事業特別会計決算書

項　目 予　算 備　考

収
入
の
部

前年度繰越金 14,153,968 
入会金・終身会費収入

前受金振替分
2022年度生分

既卒者分

4,995,000 
6,420,000 
75,000

2022年度生333名分の2024年度(2025年4月～9月)納入実数
2022年度生428名分の2025年度(2025年10月～2026年3月)納入見込
既卒者5名の納入見込

小計 11,490,000 
前受金
収入 2023年度生 4,200,000 2023年度生(2027年3月卒業)280名の2025年度(2026年4

月～9月)納入分
小計（B） 4,200,000

臨時会費
収入

総会懇親会 1,500,000 懇親会費（＠10,000円×150名）
卒業年別記念同窓会 180,000 同窓会費（＠1,000円×180名）
小計 1,680,000 

政法会賛助金収入 0 設立30周年記念募金期間中は休止
リサイクル募金収入	 50,000 
広告収入 0 30周年記念広告募集期間中は休止
預金利息収入 11,000 
仮払金回収収入	 0 
雑収入 100,000 グッズ販売等
収入調整勘定 (▲）  (注） −4,995,000 

収入合計 26,689,968 

支
出
の
部

事業費支出 4,476,930 法学部教育研究援助金、卒業記念品、政法講座、表彰記念品、在学生支援(移動法律相談)等
支部活動関連費支出 1,250,000 支部補助金等
委託費（ホームページ管理費）支出 216,960 ホームページ管理保守、ドメイン管理費等

印刷費支出 643,460 会報、総会・卒業年別記念同窓会案内状、 リーフレット、委員会資料等
郵便料支出 626,300 会報、総会・卒業年別記念同窓会案内状等発送等
通信費支出 95,000 電話料金、プロバイダ料、電報等
旅費・交通費支出 923,000 各委員会交通費等
人件費支出 3,730,000 事務局員給与、アルバイト給与
福利厚生費支出 645,000 社会保険料等
会議費支出 500,000 委員会会場設営費等
名簿一元化管理費支出 250,000 
感染症対策費支出 3,000 除菌シート、スプレー等
雑費支出 95,000 文具雑品等
振込手数料支出 50,000 
積立基金への繰入支出	 0
前受金支出 30,000 設立30周年プレ募金を特別会計に繰入
特別会計への繰入金 1,057,345 設立30周年特別会計への補填分
予備費 100,000

支出合計 14,691,995 
次年度繰越金（A）
（実質繰越金）（A）−（B）

11,997,973 
7,797,973 

支　出　合　計 26,689,968 
(注）前年度前受金の正規勘定科目（入会金・終身会費）への振替に伴う繰越金増分を調整

2025年度 資金収支予算書
自2025年10月1日　至2026年9月30日 （単位：円）

項　目 予　算 備　考

収
入
の
部

前年度繰越金 8,684,843
募
金
収
入

設立30周年記念募金収入 4,000,000
設立30周年記念プレ募金収入
（前受金振替分） 30,000 2022年度、2023年度受入分

名刺広告・企業広告収入 560,000 名刺広告　15名
企業広告　12社

一般会計からの繰入分 1,057,345 一般会計からの補填分
預金利息収入 7,000

収入合計 14,339,188

支
出
の
部

事
業
費
支
出

おとなの部活奨励事業 0 参加者負担
記念ゴルフ大会事業 0 参加者負担
校祖を偲ぶツア－事業 0 参加者負担

法学部学生交流事業 190,000 学生懇親会招待
就職活動支援アドバイザー謝礼

新入会員歓迎支援事業 250,000 懇親会費補助
若手卒業生交流事業 75,000 ビジネス交流会等
会報デジタル化事業 540,000 全発行分をPDF化してHPに公開

記念誌発行事業 2,901,000 設立30周年記念行事及び事業の活動記録
記念誌発送料

京都支部設置事業 700,000
地域支部活性化積立金創設事業 500,000
国際留学奨励金授与事業	
（継続事業） 450,000 ダブル・ディグリープログラム* 留学生に給付

小　計（A） 5,606,000

そ
の
他
の
支
出

印刷費支出 250,000 振込用紙・封筒等

郵便料支出 58,300 ・�募金関係i依頼状、礼状等・名刺広告・企業広告関係依頼状・礼状等
旅費・交通費支出 25,000 募金依頼
会議費支出 33,000
委託費支出 106,000 寄附金管理システム手数料
記念品代支出 296,980 募金返礼品作成
雑費支出 148,065 2024年度分支出を含む
振込手数料支出 40,000
予備費 100,000

　小　計（B） 1,057,345
支出小計（A）+（B） 6,663,345

次年度繰越金 7,675,843
支　出　合　計 14,339,188

＊�ダブル・ディグリープログラムについて
  全要件を満たすと同志社大学と留学先大学の学位を同時取得が可能なプログラムです。

項　目 予　算 決　算 差　異

収
入
の
部

設立20周年募金繰越金 3,742,373 3,742,373 0
設立30周年記念募金・広告前受金 1,855,000 1,995,000 −140,000 

募
金
収
入

設立30周年記念プレ募金収入
（前受金振替分） 1,295,000 1,435,000 −140,000 
設立30周年記念プレ募金収入
（2022年度、2023年度受入分） 0 331,063 −331,063 
設立30周年記念募金収入 4,000,000 4,027,685 −27,685 

小　計 5,295,000 5,793,748 −498,748 
広
告
収
入

名刺広告・企業広告収入
（前受金振替分） 560,000 560,000 0 
名刺広告・企業広告収入 20,000 10,000 10,000 

小　計 580,000 570,000 10,000 
一般会計からの繰入分 622,300 361,680 260,620 
雑収入 0 10,000 −10,000 
預金利息収入 100 7,000 −6,900 
収入調整勘定 −1,855,000 −1,995,000 140,000 

収入合計 10,239,773 10,484,801 −245,028  

支
出
の
部

事
業
費
支
出

記念行事 421,720 682,620 −260,900 
おとなの部活奨励事業 0 60,000 −60,000 
記念ゴルフ大会事業 0 0 0 
校祖を偲ぶツア－事業 0 22,000 −22,000 
法学部学生交流事業 180,000 120,593 59,407 
新入会員歓迎支援事業 250,000 0 250,000 
若手卒業生交流事業 75,000 15,000 60,000 
会報デジタル化事業 540,000 0 540,000 
記念誌発行事業 0 0 0 
京都支部設置事業 700,000 0 700,000 
地域支部活性化積立金創設事業 500,000 0 500,000 
国際留学奨励金授与事業	
（継続事業） 450,000 400,000 50,000 
小　計（A） 3,116,720 1,300,213 1,816,507 

そ
の
他
の
支
出

印刷費支出 250,000 157,320 92,680 
郵便料支出 58,300 0 58,300 
旅費・交通費支出 25,000 0 25,000 
会議費支出 33,000 0 33,000 
委託費支出 106,000 105,600 400 
一般会計への戻入支出 0 105,600 −105,600 
記念品代支出 0 0 0 
雑費支出 10,000 8,340 1,660 
振込手数料支出 40,000 62,165 −22,165 
予備費 100,000 60,720 39,280 

　小　計（B） 622,300 499,745 122,555 
支出小計（A）+（B） 3,739,020 1,799,958 1,939,062 

次年度繰越金 6,500,753 8,684,843 −2,184,090 
支　出　合　計 10,239,773 10,484,801 −245,028 

2025年10月1日から2026年9月30日まで （単位：円）
2025年度 設立30周年記念行事・事業特別会計予算書

(注1）2024年度予算は、原則2ヶ年度にわたる総額予算の単年度分を計上しました。
(注2）国際留学奨励金はダブル・ディグリープログラム※で留学する学生に給付しています。
	 給付内訳：アメリカ・アリゾナ大学ロースクール1名、スイス・チューリッヒ大学1名

※�ダブル・ディグリープログラムとは、全要件を満たすと同志社大学と留学先大学の学位を同時取得が可
能なプログラムです。
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昨年、政法会国際留学奨励金を授与した法学部生1名、法学研究科生1名より、
現地からのレポートが届きました。

私は同志社大学
のダブルディグリ
ープログラムを通
じて、アリゾナ大学
ロースクールの
JD 課程に 2 年間
留学しました。留
学前は、英語で法
律を学ぶことや、ア
メリカの学生と同

じ環境で授業についていけるのかという不安もありました。し
かし、実際に飛び込んでみると、多くの挑戦と学びに満ちた充
実した日々を過ごすことができました。
特に印象的だったのは、日本とは大きく異なる授業スタイル

です。アメリカのロースクールでは「ソクラテスメソッド」と呼
ばれる教育手法が採用されており、教授が学生を指名して質
問を投げかけ、その場で自分の考えを述べながら議論を進め
ていきます。そのため、毎回の授業に向けて膨大な量の判例
や教材を読み込み、内容を理解したうえで自分なりの意見を
準備する必要がありました。最初は緊張の連続でしたが、次第
に論理的に考え、自分の意見を相手に伝える力が身について
いきました。
さらに、夏季休暇中にはカリフォルニア州の法律事務所でイ

ンターンシップを経験しました。そこでは実際の法律実務に触
れ、ロースクールで学んだ知識がどのように活用されるのかを
学ぶことができました。弁護士やスタッフの方々とともに働く
中で、実務の厳しさとやりがいを実感するとともに、多くの刺
激を受けました。また、インターン先で出会った同僚や友人と
の交流も大変貴重なものであり、今でも連絡を取り合うかけ
がえのない存在となっています。
何よりも、世界各国から集まった学生たちとの交流は留学生

活の大きな財産となります。勉強だけではなく、多くの人々に
支えられながら生活したことで、人とのつながりの大切さを改
めて実感しました。これらは全て、日本を離れた慣れない環境
だからこそ、人の温かさや支えのありがたさをより強く感じる
ことができたと思います。
2年間の留学生活を通じて、英語力が向上したことはもちろ
んですが、それ以上に異国の地で自立して生活する力や、困
難な状況でも粘り強く挑戦する力を養うことができました。留
学当初は慣れない環境や学業の厳しさに戸惑うこともありまし
たが、それらを一つひとつ乗り越えた経験は大きな自信とな
り、将来への視野も大きく広げてくれます。
振り返ると、この 2年間は流れるように過ぎていき、気が付

けばあっという間に卒業式の日を迎えていました。卒業式で
は、厳しい授業や試験を乗り越え、JD課程を修了できたとい
う大きな達成感に包まれ、自分自身がやり遂げたことを強く実
感しました。同時に、ここまで支えてくれた家族や友人、熱心
に指導してくださった教授陣、ともに学び励まし合ったクラス
メートへの感謝の気持ちで胸がいっぱいになりました。また、
留学前から温かく助言をくださった同志社大学の友人や、これ
までアリゾナ大学ロースクールへ進学された同志社の先輩方
の存在も大きな支えとなりました。
アリゾナ大学ロースクールで過ご

した2年間は、法律の知識だけでな
く、人として大きく成長する機会を与
えてくれました。学び、人との出会
い、そして自分自身の成長に恵まれ
たこの経験は、私にとってかけがえ
のない財産です。この留学で得た知
識や経験、人とのつながりを大切に
しながら、今後も国際的な視野を持
って新たな挑戦を続けていきたいと思います。

学びと成長、そしてかけがえのない出会いに恵まれた2年間
アリゾナ大学留学だより2

法律学科　藤本 宥次郎

在学生活躍報告

Class of 2026の卒業生クラス写真
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０
２
６
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年
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学
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）
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私の卒業式で壇上に上がった時
の写真
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こんにちは、同志社大学大学院法学研究科の伊藤愛望と申
します。2025 年 9月から2026 年 6月まで、チューリッヒ大
学法学部とのダブル・ディグリープログラムに参加していまし
た。本プログラムは、同志社大学大学院法学研究科とチューリ
ッヒ大学法学部にそれぞれ1年間ずつ在籍し、両大学の修士
号取得を目指すものです。
チューリッヒ大学法学部では、まずスイス法の基礎に関する
科目と、法学の基礎理論分野から1科目を履修します。その
うえで、国際法分野から3科目、比較法分野から2科目を、
自分の関心に応じて重点的に選択することができます。残る1
科目は分野を問わず、自由に興味のある科目を履修すること
が可能です。授業はレクチャー形式が中心で、条約や EU法、
英米法、およびそれらに関する判例を幅広く学ぶことができま
す。当初は、これまで学んだことのない内容を英語で聞き取
り、理解することに苦労しましたが、授業によっては録音が公
開されていたため、それを繰り返し聞くことで内容を補い、
徐々に英語での理解力を高めていきました。評価方法は口頭
試験・筆記試験が中心ですが、プレゼンテーションによる評価
を採用する科目もあり、自分が得意とする評価方法を踏まえ
て履修科目を選ぶこともできます。
修士論文については、春学期に自分で指導教授を探すか、
あるいはセミナーに所属したうえで執筆に取り組みます。指導
教授からテーマや研究計画について承認を得た後は、基本的
に自分一人で論文を完成させることが求められます。私はこの
うちセミナーに所属する道を選び、修士論文の執筆に加えて、
その内容を発表する機会もありました。論文の執筆過程で指
導教員から直接フィードバックをもらう機会はありませんでし

たが、プレゼンテーションの際には口頭でフィードバックを得る
ことができ、貴重な経験となりました。
生活面では、チューリッヒは比較的安全な都市だと感じまし

た。滞在中スリなどの被害に遭うこともなく、安心して過ごす
ことができました。また、ダブル・ディグリープログラムの学
生は、比較的リーズナブルな家賃で寮に入居することができ、
同じプログラムに参加する約20名の学生と生活を共にしてい
ました。そこでできた友人とは、授業で分からない点があった
際に互いに助け合うこともできました。さらに、スイスは複数
の国と隣接しているため、バスや電車を利用して周辺諸国へ

足を延ばすことがで
きます。国内の移動
も電車で短時間に
済むため、週末など
に日帰り旅行を楽し
み、勉強の合間の良
い気分転換とするこ
とができました。
最後に、政法会の
皆様のご支援のお
かげで、大変充実し
た留学生活を送るこ
とができました。心
より感謝申し上げま
す。

チューリッヒ大学での学びと、スイスでの暮ら
チューリッヒ大学留学だより1

法学研究科　伊藤 愛望

チューリッヒ大学の窓からの風景

2026年10月24日土 
13：00～14:30（受付12：45～）
会 場／今出川キャンパス内

政法会リサイクル募金基金

第9回 政法講座のお知らせ

日本刑事司法の危機
講師 ： 川崎 友巳

政法講座とは
リサイクル募金制度導入により、
政法会会員の自己啓発活動の支
援および政法会の知名度向上を
目的とした「政法講座」をスター
トいたしました。講演会後の質疑
応答に重きを置き、ゼミに近い形
で議論を深めることを趣旨とした
勉強会です。お問合せ先: 同志社大学政法会  TEL：075-251-3525  E-mail: staff@doshisha-seihokai.gr.jp

・講　　演：13:00～14:00
・質疑応答：14:00～14:30

同志社大学法学部・法律学科教授
〈専門分野〉刑事法

プログラム

Teamsを利用してハイブリッド開催を予定しています。
詳細は決まり次第、ホームページに掲載します。
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村　

勝
昭
（
大　

阪
）

田
畑　

磐
臣
（
奈　

良
）

昭
和
41
年
卒
業

入
江　
　

優
（
群　

馬
）

昭
和
42
年
卒
業

酒
井　

幸
雄
（
福　

井
）

小
髙　
　

章
（
千　

葉
）

瀬
尾　

大
生
（
広　

島
）

棚
橋　

仁
志
（
徳　

島
）

嶋
田　

健
二
（
愛　

知
）

昭
和
43
年
卒
業

飯
田　
　

佑
（
京　

都
）

昭
和
44
年
卒
業

犬
飼　

敏
光
（
愛　

知
）

山
下　
　

寛
（
京　

都
）

昭
和
45
年
卒
業

正
口　

信
弘
（
大　

阪
）

宮
本　

利
亮
（
大　

阪
）

坂
入　

眞
之
（
愛　

知
）

植
村　

憲
一
（
京　

都
）

西
村
十
美
江
（
京　

都
）

川
端　

伸
也
（
京　

都
）

竹
内　

幸
治
（
福　

岡
）

中
尾　

照
男
（
兵　

庫
）

尾
川　

宣
之
（
京　

都
）

武
藤　

孝
子
（
京　

都
）

髙
橋　
　

滋
（
滋　

賀
）

昭
和
46
年
卒
業

加
川　

泰
志
（
広　

島
）

井
笹　

雅
司
（
大　

阪
）

寺
西　

信
一
（
大　

阪
）

昭
和
47
年
卒
業

久
保
田
次
夫
（
三　

重
）

野
村　

雅
男
（
大　

阪
）

昭
和
48
年
卒
業

勝
池　
　

敬
（
静　

岡
）

伊
藤　
　

修
（
兵　

庫
）

小
林　

祥
剛
（
兵　

庫
）

川
本
千
枝
子
（
大　

阪
）

昭
和
49
年
卒
業

岡
田　
　

誠
（
岐　

阜
）

藤
井　

康
秀
（
大　

阪
）

昭
和
50
年
卒
業

小
清
水
教
夫
（
広　

島
）

能
川　

弘
文
（
大　

阪
）

昭
和
51
年
卒
業

山
口　

泰
弘
（
福　

井
）

昭
和
52
年
卒
業

下
田
た
ま
き
（
東　

京
）

三
宅　

正
昭
（
岡　

山
）

昭
和
53
年
卒
業

岡　
　

恒
憲
（
鹿
児
島
）

谷
岡　

孝
範
（
滋　

賀
）

田
中　

基
治
（
埼　

玉
）

野
村　

尚
弘
（
岐　

阜
）

昭
和
55
年
卒
業

半
澤　

恵
子
（
京　

都
）

松
﨑　

一
郎
（
兵　

庫
）

松
谷　

紀
之
（
大　

阪
）

重
信　

和
芳
（
千　

葉
）

石
原　

忠
博
（
兵　

庫
）

昭
和
56
年
卒
業

前
川　

欣
幸
（
大　

阪
）

大
谷　

幸
弘
（
神
奈
川
）

昭
和
57
年
卒
業

阿
部
紀
一
郎
（
大　

阪
）

昭
和
58
年
卒
業

原
田　

典
佳
（
広　

島
）

昭
和
59
年
卒
業

八
島　

光
男
（
大　

阪
）

古
性　

武
志
（
神
奈
川
）

昭
和
60
年
卒
業

髙
原　

裕
一
（
福　

井
）

廣
瀬　
　

茂
（
大　

阪
）

若
井　

英
貴
（
京　

都
）

昭
和
61
年
卒
業

永
井　

栄
一
（
岩　

手
）

山
岸　
　

忍
（
京　

都
）

大
倉　
　

彰
（
兵　

庫
）

藤
原　

直
人
（
神
奈
川
）

藤
原　

政
広
（
大　

阪
）

昭
和
62
年
卒
業

金
垣　

瑞
木
（
京　

都
）

村
上　

高
幸
（
兵　

庫
）

澤　
　
　

貴
（
青　

森
）

昭
和
63
年
卒
業

深
谷　

伸
一
（
栃　

木
）

平
成
２
年
卒
業

岩
本　
　

香
（
滋　

賀
）

桜
間　

浩
一
（
京　

都
）

平
成
３
年
卒
業

山
崎　

彰
彦
（
奈　

良
）

星
野　

弘
喜
（
京　

都
）

平
成
４
年
卒
業

長
島　

明
子
（
大　

阪
）

三
口
江
意
子
（
大　

阪
）

平
成
５
年
卒
業

谷
口
恵
美
子
（
京　

都
）

平
成
８
年
卒
業

髙
岸　

直
久
（
大　

阪
）

有
村　
　

潤
（
滋　

賀
）

平
成
９
年
卒
業

佐
伯　

孝
治
（
兵　

庫
）

平
成
16
年
卒
業

寺
岡　

吉
徳
（
滋　

賀
）

平
成
19
年
卒
業

熨
斗　

弓
子
（
奈　

良
）

令
和
４
年
卒
業

淀　

祐
一
郎
（
大　

阪
）

教
員

髙
杉　
　

直 

教
授

一
般

野
村　

由
美
（
京　

都
）

昭
和
40
年
卒
業

白
井　
　

弘
（
奈　

良
）

昭
和
42
年
卒
業

古
池　

忠
三
（
東　

京
）

昭
和
48
年
卒
業

中
本　

博
己
（
神
奈
川
）

昭
和
51
年
卒
業

田
中　

隆
憲
（
兵　

庫
）

昭
和
54
年
卒
業

沢
村　
　

功
（
大　

阪
）

昭
和
55
年
卒
業

重
信　

和
芳
（
千　

葉
）

村
上　

伸
彦
（
奈　

良
）

中
村　

卓
三
（
大　

阪
）

昭
和
57
年
卒
業

香
山　

孝
子
（
大　

阪
）

鈴
木　
　

誠
（
京　

都
）

昭
和
59
年
卒
業

岩
田　

淳
子
（
京　

都
）

川
口　

尚
登
（
奈　

良
）

平
成
４
年
卒
業

前
田　

耕
司
（
奈　

良
）

匿
名	

15
名

一
般

野
村　

由
美
（
京　

都
）

光
塩
館
古
本
募
金
箱

　

１
６
６
円

募
金
金
額

　

１
８
９
、９
８
８
円

「
リ
サ
イ
ク
ル
募
金
」協
力
者
ご
芳
名

■
２
０
２
５
年
７
月
１
日
か
ら
２
０
２
６
年
６
月
末
日
ま
で 

■
敬
称
略

　

こ
の
た
び
は
、「
同
志
社
大
学
政
法
会
設
立
30
周
年
記
念
募
金
」
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た

と
こ
ろ
、
早
速
に
募
金
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。「
30
周
年
記
念
募
金
」
に
対
す
る
会
員
の
皆
さ

ま
の
熱
い
期
待
と
強
い
激
励
に
役
員
一
同
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
政
法
会
は
今
後
一
丸
と
な
っ

て
、「
30
周
年
記
念
事
業
」
の
推
進
に
向
け
て
全
力
を
注
い
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
募
金
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
申
し
上
げ
、
お
礼
と
ご
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
設
立
30
周
年
記
念
募
金
」
協
力
者
ご
芳
名

■
２
０
２
５
年
８
月
１
日
か
ら
２
０
２
６
年
７
月
末
日
ま
で 

■
敬
称
略
・
順
不
同　

■
（ 

）
旧
姓
名

「
政
法
会
賛
助
金
」な
ら
び
に「
リ
サ
イ
ク
ル
募
金
（
旧
古
本
募
金
）
」に
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々
へ

深
く
感
謝
の
意
を
込
め
て
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
政
法
会
賛
助
金
」
協
力
者
ご
芳
名

■
２
０
２
５
年
８
月
１
日
か
ら
２
０
２
６
年
７
月
末
日
ま
で 

■
敬
称
略

昭
和
35
年
卒
業

竹
森　

勝
彦
（
兵　

庫
）

昭
和
37
年
卒
業

渡
邊　

健
吾
（
京　

都
）

昭
和
48
年
卒
業

吉
田　

勝
明
（
大　

阪
）

昭
和
54
年
卒
業

沢
村　
　

功
（
大　

阪
）

令
和
４
年
卒
業

淀　

祐
一
郎
（
大　

阪
）

	

以
上
５
名

賛
助
金
額

	

８
５
、０
０
０
円
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昭
和
31
年
卒
業

野
口　

司
郎

　

令
和
七
年
に
ご
逝
去

昭
和
34
年
卒
業

内
藤　

英
也

　

令
和
六
年
に
ご
逝
去

林
田　

弘
喜

　

逝
去
年
不
明

昭
和
35
年
卒
業

菅
原　

雄
二

　

令
和
六
年
に
ご
逝
去

上
條　

智
吉

　

令
和
七
年
に
ご
逝
去

昭
和
36
年
卒
業

辰
巳　
　

彰

　

令
和
六
年
に
ご
逝
去

道
上　
　

敏

　

令
和
七
年
に
ご
逝
去

昭
和
37
年
卒
業

奥
田
守
四
郎

　

令
和
七
年
に
ご
逝
去

ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
に
つ
い
て

 

■
敬
称
略

会
報
第
57
号
発
行
以
降
に
、
ご
家
族
か
ら
ご
逝
去
の
報
を
書
面
に
て

い
た
だ
い
た
会
員
各
位
に
つ
い
て
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
安
ら
か
に
ご
永
眠
さ
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

終
身
会
費
納
入
者
ご
芳
名

■
２
０
２
５
年
８
月
１
日
か
ら
２
０
２
６
年
７
月
末
日
ま
で 

■
敬
称
略

終
身
会
費
を
納
入
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
御
礼
と
ご

報
告
を
か
ね
て
納
入
者
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
50
年
卒
業

丸
井　

正
史
（
大　

阪
）

昭
和
55
年
卒
業

西
本　

英
明
（
京　

都
）

昭
和
56
年
卒
業

大
村　

裕
幸
（
滋　

賀
）

昭
和
60
年
卒
業

徳
武　

仁
志
（
兵　

庫
）

平
成
元
年
卒
業

岡
本　

裕
之
（
京　

都
）

平
成
２
年
卒
業

加
藤　

正
夫
（
愛　

知
）

平
成
４
年
卒
業

稲
垣　

智
美
（
岐　

阜
）

菊
岡　

良
治
（
京　

都
）

令
和
８
年

	

新
卒
業
生	

４
３
３
名

令
和
８
年

　

卒
業
見
込
生	

３
５
１
名

合
計
７
９
２
名

編
集
を
進
め
な
が
ら
、「
２
０
２
６
年
っ
て
な
ん
だ
か
ん
だ
話
題

が
多
い
年
だ
な
ぁ
」と
し
み
じ
み
感
じ
て
い
ま
す
。
２
月
に
米
国

と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ラ
ン
を
攻
撃
、
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
な
ど
を
空
爆

し
ま
し
た
。
イ
ラ
ン
が
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
閉
鎖
し
、
原
油
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
ほ
か
、日
本
を
含
む
世
界
経
済
や
物
流
に
も
大
き

な
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
も
継

続
し
て
い
ま
す
。
世
界
経
済
へ
の
影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
人

命
・
人
権
の
尊
重
を
最
優
先
し
て
、
早
く
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を

強
く
希
望
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
野
球
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
や

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
日
本
代
表
が
活
躍

し
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間
に
ス
マ
ホ
で
速
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
は

「
お
っ
」と
声
が
出
て
し
ま
う
日
も
。
こ
う
い
う
楽
し
い
話
題
は

大
歓
迎
で
す
ね
。

会
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
紙
媒
体
と
し
て
は
今
年
の
会
報

が
最
後
と
な
る
予
定
で
す
。
有
終
の
美
を
飾
る
べ
く
、
気
持
ち
を

込
め
て
編
集
し
ま
し
た
。
最
後
の
紙
面
を
楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。

（
広
報
委
員
：
八
島
）

編
集
後
記

名
誉
教
授

畑　
　
　

肇 

様
（
93
歳
）

　

令
和
７
年
３
月
24
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷　
　

實 

様
（
91
歳
）

　

令
和
８
年
１
月
６
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

政
法
会
顧
問
・
前
政
法
会
会
長

松
尾　

幹
郎 

様
（
昭
和
53
年
卒
業
）

　

令
和
８
年
７
月
16
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

政
法
会
委
員

遠
山　

慎
一 

様
（
昭
和
31
年
卒
業
）

　

令
和
８
年
３
月
21
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

元
政
法
会
常
務
委
員

寺
川　

郁
也 

様
（
昭
和
36
年
卒
業
）

　

令
和
８
年
５
月
21
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

訃 

報 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

７
月
17
日
に
訃
報
を
受
け
て

半
澤　

恵
子
（
昭
和
55
年
卒
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

７
月
17
日
と
言
え
ば
、
京
都
市
内

は
祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
で
沸
き
立
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
の
そ
の
日
は
、
思

い
も
か
け
ぬ
連
絡
を
政
法
会
事
務
局

か
ら
、
受
け
取
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
７
月
16
日
に
、
昭
和
53
年
卒
業
で
３
学
年
上

の
前
会
長
の
松
尾
先
輩
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
い
う
も
の

で
し
た
。
年
齢
も
ま
だ
ま
だ
お
若
く
、い
つ
も
溌
溂
と
さ
れ
て

い
た
の
で
、に
わ
か
に
は
信
じ
難
い
事
で
し
た
。

松
尾
先
輩
と
言
え
ば
、
私
の
知
る
限
り
で
も
「
広
報
委
員

長
」「
総
務
委
員
長
」「
副
会
長
」「
会
長
」
等
々
の
役
職
を

歴
任
さ
れ
、
ど
の
お
仕
事
も
軽
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
こ
な
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

私
が
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
広
報
委
員
会
で
し
た
。

当
時
、
年
２
回
発
行
し
て
い
ま
し
た
会
報
誌
の
編
集
作
業
で

は
、
勤
務
先
の
長
岡
京
市
か
ら
、
お
仕
事
を
終
え
ら
れ
て
か

ら
大
学
に
駆
け
付
け
ら
れ
て
、
広
報
委
員
会
の
指
揮
を
お
執

り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
創
刊
当
初
は
、
小
型
で
白
黒
印
刷

だ
っ
た
会
報
誌
を
大
判
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平素より、政法会の活動に温かいご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございます。
おかげさまで本会は、2024年11月10日に設立30周年という大きな節目を迎えることができました。これもひとえに皆

様のお力添えの賜物と、深く感謝申し上げます。
現在、設立30周年記念事業の遂行に向けて、会員の皆様よりご寄付を賜っておりますが、併せて『名刺広告・企業広告』

へのご協賛もお願い申し上げたく、ご案内申し上げます。
本事業の一環として発行いたします『設立30周年記念誌』には、政法会のこれまでの歩みや記念事業の報告、ならび

にご寄付を賜った方々の芳名録を掲載させていただきます。この記念誌をより充実したものとするため、皆様からの広告協
賛をお願い申し上げます。
掲載広告は、会員の皆様へお届けする記念誌を通じて情報発信の場となり、新たな交流やご縁のきっかけとなることを願っ

ております。
記念誌の紙面を通じて、会員同士が互いの存在を知り、つながり、そして次の10年に向けた新たな力となる──そんな

想いを皆様と分かち合えましたら、これに勝る喜びはございません。
本趣旨にご賛同賜り、あたたかいご協力をいただけますよう、心よりお願い申し上げます。

記

１.	発行予定日	 2027 年９月１日発行予定『設立 30 周年記念誌』
２.	広告申込締切日	 2027 年６月３０日（火）
３.	協賛広告料
	 名刺広告	 ・名刺広告	 1 万円
	   	 下記同様、名刺フォーマット（リンク無）で 1年間無償掲載します。
	 企業広告	 ・A4サイズ全頁	 10 万円
	 	 ・A4サイズ半頁	 ５万円
	 	 ・A4サイズ 1/4 頁	 ２万５千円
	    �記念誌への掲載だけでなく、政法会ホームページにもバナー広告のフォーマットで 1年間無償掲載します。

詳細は下記QRコードまたはホームページをご確認ください。
	   ※�完全原稿での入稿をお願いします。デザインを含む原稿作成を依頼される場合は別途作成料が必要です。
	   ※ホームページ掲載期間：2027年 9月 1日～翌年 8月 31日（予定）
４.	お申込み方法
	 原則として、右記QRコードよりお申込みください。
	 @doshisha-seihokai.gr.jp のアドレスが受信できるようにしてください。

５.	掲載される広告原稿の受付
	 広告並びに名刺のデータファイル（PDF等の完成原稿）を下記印刷会社へメールでお送りください。
	 名刺現物は下記印刷会社へ FAX又は郵送でお送りください。
	 〒 604-8457 京都市中京区西ノ京馬代町 6番地の 16　　株式会社図書印刷同朋舎
	 営業担当窓口　：営業部　田中勇太
	 データ受付窓口：田中勇太　E-mail:  tanaka@tplus-group.co.jp
	 TEL.075-205-5506/FAX.075-205-5507（同朋舎専用） 
６.	広告掲載料の納入
	 下記の指定口座へお振込みください。手数料はご負担をお願いいたします。
	 お振込人名はご本人氏名と卒業年を必ずご入力ください。（例：1994　セイホウカイ  タロウ）
	 みずほ銀行　出町支店　普通　１２６６６６４
	 同志社大学政法会特別会計（ドウシシャダイガクセイホウカイトクベツカイケイ）
７.	お問い合わせ先
	 〒 602-8580（住所不要）同志社大学法学部内 同志社大学政法会 事務局（野村）
	 E-mail：staff@doshisha-seihokai.gr.jp ／ TEL. 075-251-3525

同志社大学政法会 会長　大槻 哲彦

政法会設立３０周年記念事業協賛『名刺広告・企業広告』出稿のお願い

『設立30周年記念誌』
申込QR


